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穀物播種面積の合計すると，水稲・大豆・トウモロコシ 3種の栽培面積は 60年間で 2万～ 2.5















































涼水鎮のある行政村は 2つの集落からなるが，村民小組は 7から 5へと減少している。朝鮮
族と漢族がともに暮らすこの行政村は，かつては 800人が暮らしていたが，朝鮮族の流出によ



















































































































































２）耕地面積統計は，集団化期に漸減しており，1978年の 4.1万 haから 1980年に 3.1万 haに急減して
いる。この理由は不詳であるが，この時期に行政区画再編は行われておらず，畑が 0.7万 ha減少してい
ることから，非集団化の移行に際して雑穀栽培の行われていた不安定農地を統計から削除したことが考え
られる。また，1980年以降も耕地の漸減傾向は 2003年まで続いている。龍井市統計局編 2010.《奮進的
龍井》，p.41。
３）朴美蘭 2010．20世紀 90年代以来延辺朝鮮族人口負増長原因探析．東疆学刊，27（1），55-63。
４）権香淑 2011.『移動する朝鮮族―エスニック・マイノリティの自己統治』彩流社。朝鮮族の移動史につ
いては 205～ 247頁。
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５）龍井県地名委員会編 1985.『龍井県地名志』。
６）「龍井県行政区劃歴史沿革」，前掲『龍井県地名志』，pp11-13。
７）延吉農村の集落研究として，佐々木衛・方鎮珠 2001．『中国朝鮮族の移住・家族・エスニシティ』東方
書店。
８）前掲《延吉市志》，pp.137-138
９）延辺朝鮮族自治州統計局・第六次人口普査領導小組弁公室編 2012．《延辺朝鮮族自治州 2010年人口普
査資料》第四冊，延辺朝鮮族自治州統計局，pp.2671-2690。ここで前住地とするのはは 5年前常住地の
ことである。
10）林梅 2014.『中国朝鮮族村落の社会学的研究－自治と権力の相克』御茶の水書房。とくに第五章「国境
を越えた労働移動にともなう村落における「留守」システム」，115-137頁。
